
大
正
区
民
ま
つ
り
に
参
加
し
、

内
航
海
運
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た

令
和
元
年
10
月
20
日
（
日)

昨
年

に
引
き
続
き
大
阪
市
大
正
区
役
所

で
開
催
さ
れ
た
「
大
正
区
民
ま
つ

り
」
に
展
示
出
展
し
ま
し
た
。

展
示
内
容
は
、
ま
つ
り
会
場
の

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に

菱
垣
廻
船
、
各
種
貨
物
船
パ
ネ
ル
、

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
、

内
航
船
の
仕
事
内
容
紹
介
ポ
ス
タ
ー
、

「
こ
れ
が
内
航
海
運
だ
」
等
内
航

海
運
の
紹
介
パ
ン
フ
や
チ
ラ
シ
、

貨
物
船
や
タ
ン
カ
ー
の
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
付
ボ
ー

ル
ペ
ン
等
々
を
展
示
・
配
付
し
、

日
頃
市
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
い
内
航
船
舶
、
船
員
の
仕
事

な
ど
を
紹
介
し
、
内
航
海
運
が
国

内
輸
送
量
の
約
４
割
強
を
担
う
重

要
な
輸
送
産
業
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

そ
の
役
割
と
重
要
性
を
広
く
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

☆
天
保
山
ま
つ
り

ナ
イ
コ
ウ
く
ん
が
大
人
気

令
和
元
年
11
月
10
日
（
日
）
大

阪
市
港
区
天
保
山
岸
壁
で
開
催
さ

れ
た
「
天
保
山
ま
つ
り
２
０
１
９
」

（
築
港
・
天
保
山
に
ぎ
わ
い
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
主
催
）
に

「
内
航
貨
物
船
コ
ー
ナ
ー
」
を
近

畿
運
輸
局
の
「
内
航
船
員
紹
介
コ
ー

ナ
ー
」
と
と
も
に
ブ
ー
ス
出
店
し

ま
し
た
。

「
内
航
貨
物
船
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

船
の
パ
ネ
ル
展
示
を
は
じ
め
、
子

ど
も
船
長
服
の
着
用
、
写
真
入
り

缶
バ
ッ
ジ
の
無
料
提
供
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
長
蛇
の
列
で
大
変
賑

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
内
航
海
運
の
明
日
を

考
え
る
会
」
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
ナ

イ
コ
ウ
く
ん
」
が
登
場
す
る
と
、

子
供
達
の
歓
声
が
あ
が
り
、
一
緒

に
写
真
を
撮
る
な
ど
大
変
人
気
を

博
し
ま
し
た
。

「
内
航
船
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
内
航
海
運
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
上
映
や
、
内
航
海
運
の
重
要

性
と
船
員
の
仕
事
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
、
内
航
海
運
に
関
す
る
○

×

ク
イ
ズ
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験

等
を
実
施
し
、
多
く
の
参
加
を
得

ま
し
た
。

今
回
準
備
し
た
内
航
海
運
を
啓

発
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
グ
ッ
ズ

等
に
つ
い
て
は
、
両
ブ
ー
ス
が
連

携
し
て
配
布
し
、
特
に
内
航
船
の

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
日
本
内
航

海
運
組
合
総
連
合
会
作
成
）
や
缶

バ
ッ
ジ
は
、
大
人
、
子
ど
も
を
問

わ
ず
大
変
な
人
気
で
あ
り
ま
し
た
。

内
航
海
運
と
つ
な
が
り
が
深
い

大
阪
市
港
区
の
地
域
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
催
し
に
参
加
で
き
た

こ
と
で
、
海
に
近
く
て
も
な
か
な

か
内
航
海
運
に
馴
染
み
が
少
な
い

市
民
に
対
し
、
内
航
海
運
の
重
要

性
や
船
員
の
仕
事
に
関
し
認
識
を

新
た
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

内航海運の 明日を考える会ニュース

貨物定期航路の発祥地大阪において内航海運の明日を切り開き何としても展望を見出すことを目的とした

「内航海運の明日を考える会」です。ヨロシク！！！

ＮＯ．４
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大
阪
は
、
海
と
と
も
に
発
展
し

て
き
た
ま
ち
で
、
千
三
百
年
以
上

前
に
「
難
波
津
」
が
お
か
れ
国
際

的
な
交
易
都
市
で
あ
っ
た
。

中
世
に
は
淀
川
で
つ
な
が
る
京

都
の
玄
関
口
と
な
り
、
豊
臣
・
徳

川
時
代
に
は
港
湾
都
市
と
し
て
諸

藩
の
蔵
屋
敷
が
お
か
れ
、
米
相
場

が
立
ち
、
「
天
下
の
台
所
」
と
ま

で
呼
ば
れ
る
繁
栄
を
謳
歌
し
た
。

明
治
時
代
以
降
は
、
紡
績
や
鉄

鋼
、
造
船
な
ど
の
工
業
都
市
へ
と

急
速
に
変
貌
を
と
げ
た
。

こ
う
し
た
産
業
の
発
展
を
支
え

た
の
が
海
運
業
で
あ
り
、
江
戸
時

代
、
各
地
か
ら
物
資
を
大
阪
に
運

ん
だ
の
が
北
前
船
や
菱
垣
廻
船
で

こ
れ
ら
の
船
を
操
る
廻
船
業
者
が

い
く
つ
も
う
ま
れ
た
。

そ
ん
な
港
と
共
に
繁
栄
し
て
き

た
大
阪
の
大
正
区
に
は
、
瀬
戸
内
・

西
日
本
各
地
を
結
ぶ
内
航
貨
物
航

路
の
海
運
会
社
が
集
ま
り
、
そ
の

海
運
会
社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

の
が
「
大
阪
海
運
組
合
」
で
、
そ

の
歴
史
、
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

大
阪
海
運
組
合
の
母
体
は
、
昭

和
14
年
５
月
設
立
の
「
大
阪
地
区

機
帆
船
海
運
組
合
」
で
あ
る
。

全
国
に
地
区
機
帆
船
海
運
組
合

が
設
け
ら
れ
、
そ
の
中
央
団
体
と

し
て
昭
和
15
年
９
月
に
今
日
の
全

国
海
運
組
合
連
合
会
の
母
体
で
あ

る
全
国
機
帆
船
海
運
組
合
連
合
会

（
全
機
連
）
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
18
年
８
月
全
機

連
は
解
散
し
て
木
船
海
運
協
会
が

設
立
さ
れ
、
大
阪
地
区
機
帆
船
海

運
組
合
は
同
月
「
木
船
海
運
協
会

大
阪
支
部
」
に
改
組
し
た
。

昭
和
21
年
５
月
、
木
船
海
運
協

会
が
廃
止
と
な
り
、
再
度
全
国
機

帆
船
海
運
組
合
が
設
立
さ
れ
、
木

船
海
運
協
会
大
阪
支
部
も
大
阪
地

区
機
帆
船
海
運
組
合
と
な
っ
た
。

昭
和
22
年
８
月
に
海
運
組
合
法

が
廃
止
に
な
り
、
第
二
次
全
機
連

も
解
散
し
、
昭
和
23
年
３
月
に
任

意
団
体
の
日
本
機
帆
船
業
会
が
発

足
し
、
大
阪
地
区
機
帆
船
海
運
組

合
も
昭
和
26
年
５
月
に
任
意
図
体

「
大
阪
地
区
機
帆
船
業
会
」
に
改

組
し
た
。

し
か
し
、
翌
６
月
に
は
日
本
機

帆
船
業
会
が
解
散
し
、
全
国
機
帆

船
組
合
総
連
合
会
が
設
立
さ
れ
、

大
阪
機
帆
船
業
会
も
第
三
次
全
機

連
に
加
入
し
た
。
運
輸
省
は
昭
和

32
年
10
月
、
五
百
総
㌧
未
満
の
小

型
鋼
船
も
加
え
て
小
型
船
海
運
組

合
法
を
施
行
。
こ
れ
に
伴
い
昭
和

32
年
か
ら
33
年
に
か
け
て
全
国
各

地
で
地
区
海
運
組
合
の
設
立
が
相

次
ぎ
、
大
阪
で
は
33
年
４
月
に
大

阪
機
帆
船
業
会
を
改
組
し
、
「
大

阪
海
運
組
合
」
が
発
足
し
た
。

昭
和
33
年
10
月
に
は
中
央
団
体

で
あ
る
現
在
の
全
国
海
運
組
合
連

合
会
（
全
海
運
）
が
発
足
し
大
阪

海
運
組
も
加
入
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
39
年
８
月
の
内
航
海
運
業
法
、

内
航
海
運
組
合
法
の
内
航
二
法
の

施
行
を
受
け
て
、
大
阪
海
運
組
合

も
同
法
に
基
づ
く
海
運
組
合
と

な
っ
た
。

内
航
海
運
の
明
日
を
考
え
る
会
」
は
二
つ
の
ま
つ
り
に
出
展

第
45
回

大
正
区
民
ま
つ
り
へ
の
展
示

第
12
回

天
保
山
ま
つ
り
２
０
１
９
へ
「
内
航
貨
物
船
コ
ー
ナ
ー
」
ブ
ー
ス
を
出
店


